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あかりマップbot
⽇常的な防災情報閲覧のきっかけを提供
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図-1 あかりマップbotの利⽤イメージ

• Twitterで動作するbotシステム
• ツイートから移動を検出し，位置を抽出して防災情報を提供
• パーソナライズ化した情報提供



あかりマップbotの仕組み
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図-2 あかりマップbot
の仕組み



あかりマップbotから提供される情報
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図-3 提供される情報

提供情報：周辺の防災情報



あかりマップbotの利⽤例
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図-4 あかりマップbotから提供された情報



気象警報・注意報の通知
ユーザの位置情報を利⽤した気象情報の提供
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図-5 あかりマップボットで
配信されている気象警報の例

気象庁
防災情報XML



防災４コマ漫画の配信
Twitterを介した防災知識の継続的な提供
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図-6 あかりマップボットで
配信されている４コマ漫画

漫画表現の特徴
・ユーザの理解促進
・⻑期の記憶保持
・ユーザの興味喚起



防災マップ作成⽀援システム
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図-7 防災マップ作成⽀援システム

東⽇本⼤震災時の紙媒体のハザードマップ
• 「⾒ていなかった」⼈の割合は54.7%
• 「壁に貼っていた」「⾃宅においてたま

に⾒ていた」⼈の割合は19.7%

防災マップを⾃分で作成する効果
• ⾃分の地域の深い理解，新しい発⾒
• 防災意識の維持・向上
• 防災マップの共有

o ⾃分専⽤の防災マップ
o 家族専⽤の防災マップ

自分自身のための
防災マップの作成
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